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研究報告書 

 

宮野悟研究室と共同開発したp53結合モチーフ認識アルゴリズムを利用して、全ヒトゲノ

ム配列探索により約64万のp53モチーフを同定した。アデノウイルスベクターでp53を発現

させた肺がん細胞H1299における次世代シーケンサーを用いたクロマチン免疫沈降解析（C

hIP-seq）によるピークと重複するものが20.0%であった。その内約半数は遺伝子間に存在す

ることから、遺伝子介在性非コードRNA (lincRNA) がp53の標的となっている可能性が高い

と考えられた。 

データベースに登録されている約14000のヒト lincRNA のうち、その上下流10kbにp53

モチーフと重複するChIP-seqピークを持つlincRNAを抽出した。qRT-PCRにより発現解析を

行ったところ、22のlincRNAがp53の転写標的として同定し、この研究成果をHuman Molec

ular Geneticsに発表した。現在、これらのlincRNAについて機能解析を進めているところで

ある。 

 


